
認知機能の活性化を図るコ

グトレ、対人関係のＳＳＴ、

学習の動機付け等に取り組

みます。 

運動やゲームを通して、他

者とのやりとり、ルールや

マナー、工夫して活動する

ことなどを学びます。 

生徒が担当者と一緒に生活

を振り返りながら、自己理

解や他者理解を深めます。 

めざす生徒の姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困りの例 
 
 

注意力が散漫  集中が続かない 

漢字を覚えるのが苦手  作文が苦手 

板書の書き写しが遅い  不器用で作業が遅い 

衝動性が抑えづらい  対人トラブルが多い 

落ち着きがない  気持ちが切り替えられない 

忘れ物が多い  片付けができない 

活動する意欲が低い など 

 

 

指導のねらいと主な活動 
●生徒一人一人の状態に応じた目標を設定し、自立
活動という領域（学習指導要領）を踏まえ、個別の
指導計画に沿って指導を行います。 

注意力・集中力を高める 

 

 

勉強に取り組む意識を促す 

 

 

よい人間関係をつくる 

 

 

落ち着いて行動する 気持ちを切り替える 

 
 

 
コグトレ：認知能力を強化するトレーニング  SST：ソーシャルスキル トレーニング 
 

指導の流れ（１単位時間は 50分です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導回数 
●週 1 回を基本としますが、生徒の状態や都合、
送迎される保護者の都合に応じて、週 2 回・隔
週・月 1 回など相談して決めます。 
●指導日時については、保護者に確認をした後、
前々月又は前月に、指導予定表をお渡しします。
変更を要する場合は、まなびの教室担当者にお伝 
えください。 

指導時間 
   

コマ 午 前 コマ 午 後 

１ 9：00～ 9：50 ５ 13：50～14：40 

２ 10：00～10：50 ６ 14：50～15：40 

３ 11：00～11：50 ７ 15：50～16：40 

４ 11：00～11：50   

●７コマ目の指導は希望者が多いため、午前や 
5･6 コマ目の時間希望をお願いしています。 
●自校通級は、太平中学校の日課に沿った指導時
間です。 

通い方 
●中学生は保護者の付添いなしで通ってよいこ 
とになっています。（札幌市） 
●保護者が送迎・同行する場合は、指導の間、 
別室で待機されても外出されても結構です。 
●服装は各学校指定の標準服かジャージです。 

出席等の扱い 
●通級指導を受ける時間は出席扱いとなります。 
他校通級の方は移動時間も含みます。 

休んだ授業について 
●自宅や在学校から太平中学校までの距離と交通 
の便によっては複数の授業を休む場合があり、授 
業の進行状況が心配という生徒もいます。在学校
は、生徒が休んだ授業で配付されたプリントや宿 
題が本人に確実に渡るようにします。 

在学校・放課後等デイサービスとの連携 
●まなびの教室担当者は、本人・保護者の意向を 
受けて、学級担任など在学校の先生方や放課後等 
デイサービスの方々と情報交流を行います。 
 

コミュニケーション 
タイム 

トレーニング 
タイム 
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おもしろいと 気軽に話せる 
友達がいる 

 

元気に 
登校する 

授業や集団活動に 落ち着いて 
参加できる 

 

社会参加 

数える･覚える･想像するなど 
の力を活性化するコグトレ 

行動調整力を
高めるパズル 

自分に合った
学び方の工夫 

自分と 
向き合う 

まわりの人のこと
を考える SST 

教科や実技
の基本確認 

関係づくり 
の SST 

生活の 
ルール･マナー 

忘れ物
対 策 

グループ･
ペア活動 

進路
情報 

アンガー 
マネジメント 

運動・
ゲーム 
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保護者との連携 
●連絡帳で活動の様子などをお伝えします。 
なお、保護者が送迎される場合は、指導の前 
後に、短時間で口頭での情報交流をします。 
●懇談期間を年 2 回（5 月･９月）設け、指導計 
画や評価について、二者（保護者と担当者） 
での意見交流・情報共有をします。  

教員数・生徒数（令和８年４月９日） 

担当教員数  2 名 
生 徒 数  17 名（1 年 10 名、2 年 3 名、3 年 4 名）  

通級指導教室利用までの流れ 
保護者 本人と相談 

   学級担任等と相談、指導の工夫 
 

学 校 校内学びの支援委員会で検討、指導 
の工夫→校内学び支援委員会で通級 
指導について協議 

 
保護者 教育センターに相談の申込み→相談、 
      教育相談室 電話 011－671-3210 

学級担任に通級見学の依頼→見学、 
教育委員会へ就学相談の申込み（通 
級による指導の希望を伝える） 

 
札幌市教育委員会 学びの支援委員会 

通級による指導の判断 
 

札幌市教育委員会 学びの支援担当課 
   保護者・学校・通級指導校に通知 

 
通級による指導の開始 

 
●小学校まなびの教室から中学での通級指導 
を継続する場合、就学相談はありません。  

小学校まなびの教室との比較 
●中学生は、部活動、係・委員会や行事関係 
の放課後活動、家庭学習(特にテスト前)、通
塾、放課後等デイ、習い事などのため、通級 
回数が減る傾向があります。 
●小学生の頃と比べて、自己理解･対人関係･ 
協調性･自信･意欲といった非認知能力に関す 
る指導の比重が大きくなることが多いです。 

アクセス 
○中央バス（地下鉄麻生駅） 
・あいの里教育大線（麻 24）・石狩線（31） 

「北三番橋」 徒歩約３分 
・あいの里篠路線（麻 22）・篠路駅前団地線
（36・麻 33） 
「太平 8 条４丁目」 徒歩約 3 分 

○中央バス（地下鉄栄町駅） 
・栄町花川線（栄 19） 

「太平 7 条 3 丁目」 徒歩約４分 
○ＪＲ 
・学園都市線「百合が原駅」 徒歩約 13 分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔自家用車〕校舎西側に駐車スペースがあります。 

 
・東玄関のインターフォンで、大きな声で、 

「まなびの教室に来た〇〇中学校の□□です。」 

とまなびの教室に来たこと・学校名・お名前を
お伝えください。 

 
・東玄関から入って、左側（1 階）に進むとまな
びの教室があります。 

 

札幌市北区太平８条２丁目１番１号 

教室電話 011－772－7969  
学校電話 011－772－7961 

FAX 011－772－5937 

R８.4.28    

 
 

札幌市立太平中学校 
 

まなびの教室 
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

太平中学校まなびの教室は、北区北部の市立中

学校（太平・篠路・新琴似北・屯田中央・篠路西・上篠

路・あいの里東・屯田北・新琴似の９校）に通う生徒

を対象にしています。 

生徒の学習の困難さ、対人面での悩み、行動の不

安定さなどについて、まなびの教室の担当者が本

人・保護者・学級担任らと一緒に考え、生徒のよりよ

い学校生活に向けてサポートします。 
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